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本日の御議論

⚫ 今回、本年夏季（7月、8月）における需要状況やインバランス料金の動向や、小売電気事業

者のリスク回避手段の整備状況等について分析を行ったため、その内容を報告するもの。

⚫ また、上記報告内容を踏まえ、今後、2025年度以降の補正インバランス料金Ｃ値及びＤ値

についての検討のキックオフを行うため、検討の視点等について御議論いただきたい。
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１．各エリアにおけるインバランス料金動向

２．小売電気事業者の電力調達の状況

３．補正インバランス料金のＣ値及びＤ値に関す
る検討について
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各エリアのインバランス料金の動向

• 本年７月及び８月の各エリアのインバランス料金と広域予備率の動向は８頁から16頁のとお

り。

• 東京エリアでは、補正インバランス料金が35コマで適用され、インバランス料金の最高価格

は194.11円（広域予備率3.19％）であった。

• その他のエリアのインバランス料金の最高価格は、約30円～70円の範囲であった。
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（参考）インバランスについて
インバランス料金制度等について

（2022年１月）
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（参考）インバランスと調整力の精算

インバランス料金制度等について
（2022年１月）
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（参考）需給ひっ迫時の補正インバランスについて

インバランス料金制度等について
（2022年１月）
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北海道エリアのインバランス料金の動向

• 北海道エリアにおける7月、8月のインバランス料金と広域予備率の動向は以下のとおり。

• 補正インバランス料金が適用されたコマはなく、インバランス料金の最高価格は69.51円

/kWhであり、広域予備率は19.26％であった。
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東北エリアのインバランス料金の動向

• 東北エリアにおける7月、8月のインバランス料金と広域予備率の動向は以下のとおり。

• 補正インバランス料金が適用されたコマはなく、インバランス料金の最高価格は33.51円

/kWhであり、広域予備率は24.41％であった。
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東京エリアのインバランス料金の動向

• 東京エリアの7月、8月における補正インバランス料金適用は35コマであった。

• インバランス料金の最高価格は、194.11円/kWhであり、最も予備率が低かったのは7月8日

（月）9時～9時30分の時間帯（3.19％）であった。
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中部エリアのインバランス料金の動向

• 中部エリアにおける7月、8月のインバランス料金と広域予備率の動向は以下のとおり。

• 補正インバランス料金が適用されたのは１コマであり、インバランス料金の最高価格は48.1

円/kWhであり、広域予備率は7.9％であった。
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北陸エリアのインバランス料金の動向

• 北陸エリアにおける7月、8月のインバランス料金と広域予備率の動向は以下のとおり。

• 補正インバランス料金が適用されたのは１コマであり、インバランス料金の最高価格は48.1

円/kWhであり、広域予備率は7.9％であった。
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関西エリアのインバランス料金の動向

• 関西エリアにおける7月、8月のインバランス料金と広域予備率の動向は以下のとおり。

• 補正インバランス料金が適用されたのは１コマであり、インバランス料金の最高価格は48.1

円/kWhであり、広域予備率は7.9％であった。
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中国エリアのインバランス料金の動向

• 中国エリアにおける7月、8月のインバランス料金と広域予備率の動向は以下のとおり。

• 補正インバランス料金が適用されたのは１コマであり、インバランス料金の最高価格は48.1

円/kWhであり、広域予備率は7.9％であった。
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四国エリアのインバランス料金の動向

• 四国エリアにおける7月、8月のインバランス料金と広域予備率の動向は以下のとおり。

• 補正インバランス料金が適用されたのは１コマであり、インバランス料金の最高価格は48.1

円/kWhであり、広域予備率は7.9％であった。



16

九州エリアのインバランス料金の動向

• 九州エリアにおける7月、8月のインバランス料金と広域予備率の動向は以下のとおり。

• 補正インバランス料金が適用されたのは１コマであり、インバランス料金の最高価格は48.1

円/kWhであり、広域予備率は7.9％であった。



各エリアのインバランス単価とインバランス量の分析

• インバランス料金が、BGの需給一致のインセンティブとして機能しているかを確認するため、

各エリアの「インバランス料金とスポット市場価格の差分」と「インバランス発生量」との

関係性を分析した。

• 東京エリアにおいて、補正インバランス料金が適用されたコマが多数見られが、全体的には

不足インバランスが多く発生しているコマでは、スポット市場価格よりもインバランス単価

が高くなっており、余剰インバランスが多く発生しているコマではスポット市場価格よりも

インバランス単価の方が低くなっていることが概ね見受けられた。 
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１．各エリアにおけるインバランス料金動向

２．小売電気事業者の電力調達の状況

３．補正インバランス料金のＣ値及びＤ値に関す
る検討について
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小売電気事業者の電力調達の状況

• 小売電気事業者の電力調達手段について、スポット市場等のJEPXの取引量は電力取引全体の

約１／３を占める状況。

• スポット市場の取引価格は、2021～2022年にかけて高騰する局面が見られたものの、2023

年度は平均10円程度となっている。

• 時間前市場の取引量は増加傾向にあり、スポット市場の取引量に占める割合は2％強。

• 2020年7月、監視等委員会は旧一電各社に内外無差別の卸売のコミットメントを要請し、各

社はコミットメントを行うことを表明。旧一電からグループ外への相対卸は、新電力需要の

約4割を占める。

• ベースロード市場の取引量についても増加傾向。
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第1回制度設計・監視専門会合
（令和６年９月30日開催）資料７抜粋
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第1回制度設計・監視専門会合
（令和６年９月30日開催）資料７抜粋
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時間前市場の取引状況

• 時間前市場における約定量は、増加傾向にある。

• 一方で、スポット市場における約定量に対する割合は、2023年度で約2.36％であった。
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第1回制度設計・監視専門会合
（令和６年９月30日開催）資料７抜粋
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ベースロード市場の取引状況

1. ベースロード市場における取引量は、増加傾向にある。

ー 23年度は制度的供出義務量の減少により、取引量自体は減少しているものの、約定割合は増加している。

2. 一方で、近年、約定は西日本に集中していた。

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度※1

北海道 244 102 278 4 -

東日本 2,703 943 1,457 405 3,002

西日本 1,734 1,864 4,819 9,045 5,914

九州 - - - - 84

-
1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000
7,000
8,000
9,000

10,000
エリア別オークション約定量（単位：GWh）

九州 西日本 東日本 北海道

※1:2023年度オークションにおいて、長期商品および燃料費の事後調整付き商品が導入されている。約定量にしめる構成は、短期固定：67.5%、短期事後調整付き：11.0%、長期事後調整付き：21.5%となっている。
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常時バックアップの取引状況
第1回制度設計・監視専門会合
（令和６年９月30日開催）資料７抜粋
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１．各エリアにおけるインバランス料金動向

２．小売電気事業者の電力調達の状況

３．補正インバランス料金のＣ値及びＤ値に関す
る検討について
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補正インバランス料金のC値及びD値の検討経緯について

• 44回制度設計専門会合（2019年12月17日）のインバランス料金制度に関する中間とりまとめにおいて、補正イン

バランス料金のC値及びD値については、以下のような整理が行われた。

➢Ｃ：緊急的に供給力を１kWh 追加確保するコストとして、市場に出ていない供給力を新たに１kWh 確保するた

めに十分な価格 ということから、新たにＤＲを追加的に確保するのに必要となる価格として、電源Ⅰ’の公募結果

から電源Ⅰ’として確保したDRを一般送配電事業者が想定する回数発動した場合の価格を参考に、原則として600 

円/kWh とする。

➢ただし、2022年度から2023年度までの２年間は、暫定的な措置として、需給要因により高騰したと考えられる

過去の時間前市場での約定の最高価格を参考に200円/kWhを適用する。

➢暫定措置期間終了後は、600円/kWhに変更することを原則とする。ただし、暫定措置期間中のインバランスの発

生状況やインバランス料金の状況などを確認した上で、必要に応じ、暫定的な措置の延長や段階的変更を検討す

る。

➢D：確保済みの電源Ⅰ’のコストとして、電源Ⅰ’応札時に応札者が設定するkWh価格の上限金額の各エリア最高価

格の全国平均を参考に45円/kWhとする。ただし、Ｃの設定における暫定措置期間中のインバランスの発生状況

やインバランス料金の状況などを確認した上で、必要に応じ、見直しを検討する。
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補正インバランス料金のC値及びD値の検討経緯について①
第85回制度設計専門会合

資料６－１
2023年5月22日
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補正インバランス料金のC値及びD値の検討経緯について②

• また、第89回制度設計専門会合（2023年9月29日）において、2024年度の補正インバラン

ス料金のC値及びD値については、以下のような整理とされた。

➢Ｃ値については、ＤＲ育成の重要性から需給逼迫時の対応促進等の観点から、将来に向け

て引き上げていくという従来からの方向性は堅持しつつも、小売電気事業者の事業環境の

大きな変化が予想される2024年度からのＣ値の引き上げは避けることとし、2024年度以

降についても引き続き値上げ幅の議論を継続していくこととした。

➢D値については、45円/kWhで据え置くこととし、今後、電源Ⅰ´に相当する発動指令電源

（あるいはDR）のkWh価格の動向を踏まえて、2025年度以降のD値の見直しを行うこと

とした。
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（参考）2023年度における議論
第89回制度設計専門会合

資料６－１
2023年9月29日
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（参考）2023年度における議論
第89回制度設計専門会合

資料６－１
2023年9月29日
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今後のC値及びD値の検討にあたっての視点

• 今後、2025年度以降の補正インバランス料金のＣ値及びＤ値の検討をキックオフするにあたり、どのような

視点で行っていくことが適当か。例えば、以下のような検討の視点が考えられるか。

➢ 計画値同時同量達成のためのインセンティブ

➢ 卸電力市場の競争状況、小売事業者のリスク回避手段

➢ スポット市場価格への影響

➢ 電源投資・DRの促進

➢ 上げ余力がない時の追加供給力確保の在り方 等

• 他に検討すべき視点はあるか。
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C値についての論点

・Ｃ値の水準について、今後どのように検討を行っていくか。

・なお、過去の第39回制度設計専門会合（2019年6月25日）においては、Ｃ値の考え方は、「緊急的に供給力を1kWh追加確

保するコストとして、市場に出ていない供給力を新たに1kWh確保するために十分な価格ということから、新たにDRを追加的に確保す

るのに必要となる価格」と整理されていた。

・上記を踏まえれば、Ｃ値のオプションとしては、理論上以下が考えられるか。（①～③以外にＣ値の考え方を反映した指標はある

か。）

① Ｃ値を200円に維持

② Ｃ値を600円にする（2019年の中間とりまとめにおける整理）

③ 上記Ｃ値の考え方を現状に当てはめた場合の価格

➢ 2024年度向けの容量市場で落札された電源の価格（年間発動回数12回、発動後継続時間3時間から算出した１時間

あたりの価格）を参考にすると390円/kWh。

➢ 追加供給力公募（kW公募）を参考にした電源等の価格 等

・また、長期間、Ｃ値が継続した場合の対応についてどう考えるか。
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（参考）直近の容量市場落札電源の価格について

• 2024年度向けの容量市場で落札された電源について調べたところ、現状の価格水準は390円

/kWh程度であった。

第85回制度設計専門会合
資料６－１

2023年5月22日
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D値についての論点

・Ｄ値については、過去の第39回制度設計専門会合（2019年6月25日）において、「確保済みの電源Ⅰ‘のコスト

を反映する。」という考え方が整理されており、現状は2019年時点の電源Ⅰ‘のkWh価格の各エリアの最

高価格の全国平均を引用し45円/kWhとなっている。 

・これについて、計画値同時同量を達成するインセンティブ等の観点から適切な水準となっているか。
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今後の進め方

• 今回いただいた委員及びオブザーバーの検討の観点を踏まえつつ、次回会合において、一般

送配電事業者、発電事業者、新電力、DR事業者等からプレゼンをいただき、さらに議論を進

めていくこととしてはどうか。
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